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は じめに 実験方法

厂長 さ」 とは,広 辞苑 によると 「①長 い こ

と,ま たその程度。②直線 または或 る曲線に

沿った二点間の距離。③二つの時刻の時間的

間隔を時間の長 さとい う。」 とある。ここで

は,二 点間の真線の距離 としての長 さについ

て,ど の程度正確に把握 しているかを知 ろう

とする。私達は小学校低学年から線を引き,

その長 さについて学習し,長 短の概念,特 に

短かい距離に対 しては,か なり正確に理解 し

ているもの と考 えられる。 しかし,実 際 には,

同 じ長 さを目測 させた場合,ま ちまちの答 え

がかえって くる。これは脳の中に記憶 してい

る長 さに相違があるのではないか,ま た脳で

は同じ長 さをイメージしていてもそれを筋肉

運動 として表現 しようとする段階で相違がで

て くるのではないかという疑問がでて くる。

厂長さ」を正確に把握できることは
,い ろい

ろな運動を脳内でプログラミングする場合に,

必要なことである。脳内の記憶因子か ら 「長

さ」に関する情報 を得て,そ れを具体的に筋

運動 として表現するということが,身 体運動

をおこなううえでは非常に重要なこととなる。

運動技能を習得するのに,運 動感覚 というも

のが重要性 をもつといわれているが,い まだ

明確にされていない。そこで 「長 さ」につい

て考えてみたいというのが本研究の目的であ

る。

脳内の長 さに関する記憶因子の情報 に,個

人差があるのではないかということを知るた

めに,次 のような第一実験 を試みた。被検者

に対 し,15cmの 長さの物を呈示 し,そ の目測

結果を数字で表記させる。その結果を誤差別

に三つに分類 し,考 察することにした。第二

実験 としては,5cm,20¢m,10cm,30cmの 順

で4種 類の線 をフリーハン ドで記述する作業

をおこなわせた。これ ら4種 類の線を1セ ッ

トし,右 手で3セ ッ ト,次 に左手で3セ ッ ト

おこなわせた。 また各セッ トは視覚情報から

のフィー トバ ックがお こなわれな いよう,

次々 とみえないようにして試行 させた。右手

の試行 をR1→R2→R3と し,左 手の試行

をL1→L2→L3と する。なお,被 検者 は,

女子短大生86名 である。

結果と考察

第一実験 は,長 さに対する記憶情報の個人

差をみることと,そ の相違が次の筋活動をと

もなう記述作業にどのように影響をおよぼす

かをみようとするものである。15cmの 長さを

呈示 し目測 させた結果平均値 は16.15cmで あ

った。 この値 は真の値 より+1.15cm,比 率に

して+7.7%で,過 長に評価 してお り,15cmと

はもう少 し短かい もの と記憶 している。すな

わち,真 の長さに対 して制御傾向が強いこと

が分かった。 しかし,か なり真の価 に近い答
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えを出 してい るもの も多 い。 これ らの第一 実

験 のパ フ ォーマ ンスについて は被検者 にはい

っさい知 らせ ない ので,脳 内 プログラムの情

報 に対 しての フィー ドバ ックは無 い もの と考

える。平均値 が16.15cmと や や遇長評価 であ る

ことか ら,平 均 に近 い答 えを出 した もの とし

て,14.5cmか ら16.5cmま で を(0)グ ル ー プ

(○ 印)と す る。約 半数 に近 い40名(46.8%

が これ らの範囲 内に ある。 また(0)グ ル ー

プ以上 の過長評価 した もの31名(36名)を(+)

グ ル ープ(● 印),(0)グ ル ープ以下 の過小

評価 した もの15名(17.7%)を(一)グ ル ー

プ(× 印)と する。以上 の3グ ルー プに分 け

て考察 を試 み ること としたが,(+)グ ル ープ

は脳内抑制 が強 く,(一)グ ループ は抑制が弱

い とい うことにな る。

fig1は,第 一実験の結果の解答別人数を示

した ものである。真の価15cmに 対 して11cmか

ら21cmま での範囲に分布 しているが,15cmか

ら18cmに 集中し80%以 上に達 している。 この

ことは,か なり15cmの 長さを把握できてはい

るものの,抑 制傾向が強 く,実 際の長さより

長 く評価 していることをしめす。これ らの結

果か ら考 えられることは,15cmの 長さを記述

しようとする際に,脳 内でのプログラミング

の段階で,す でに情報が抑制的であることで

ある。

fig2はR1か らL3ま での各試行 につい

ての平均値を,グ ループ別に示した ものであ
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る。なおグラフ中の横線は,全 被検者のRの

平均値Lの 平均値である。方法で述べたよう

に(+)グ ループが●印,(0)グ ループが○

印,(一)グ ループが×印である。

5cmに ついてみると,初 めは抑制が強いが

徐々に抑制が とれていき,L2L3で は,か

な り正確に記述 している。 このことは,脳 内

で5cmと いう長 さをイメージした場合に,回

数を重ね るにつれて抑制が とれて くるのか,

筋運動 として作業 しようとした場合 に抑制が

かかるのか という疑問がでてくる。しかし,

L2,L3と 抑制が とれて真の価 に近 くなっ

た段階で頭 うちの様相がみ られることか ら,

やはり筋運動 として情報が伝達 された段階で

の初回抑制が強 く働 き,徐 々に開放 されて く

るもの と考 えられる。

グループ別にみてみると,(+)グ ループで

は各試行 とも最 も短 くなっており,第 一実験

において15cmを もっとも短いと判断したグル

ープで1ま,5cmの 記述に対 しても最 も短 くイ

メージしていることが著名である。(一)グ ル

ープでは最 も抑制が弱 く,(0)グ ループが中

庸 を得てお り,長 さに対するイメージの同一

性がうかがわれる。左右差については,本 実

験が右手試行か ら左手試行へ という順序でお

こなっているために,左 手試行の抑制が弱い

のか もしれず,今 回は論 じられない。

10cmに ついてみても5cmと 同様であるが,

右手での初回抑制が より強 く現われて,同 じ

ように徐々 に緩和 してい く傾向が さらにはっ

きりしている。左手作業に替ると,ま た初回

抑制が現われるものの,ま たす ぐ開放 される。

L2の 真の値 より長 く記述 した後でのL3で

は,再 び抑制がかかっている。 ということは,

先に述べた ように脳内情報 は,か なり正確 な

もの として記憶 されているもの と考えられる。

右手の平均値9.5cm,左 手の平均値10.03cmと

何れの長さよりも真の値に近い。脳内記憶 と

して最 も正確 に記憶されている長さの単位 は

10cmあ た りであ るらしい。

20cmに つ いてみ る と右手 では,5cm,10cmの

場 合 と余 りか わ らないが,初 回抑 制 が 強 く

17.15cmと 短 くなってお り,段 々に開放 されて

い く様 子が さ らにはっき りして くる。 ここで

顕著 なの は(一)グ ルー プの初 回抑 制 であ る。

また第 一実験 について述べ た脳 内での長 さに

関す る抑制傾 向は,こ こで もはっ き り表 われ

てお り,(0)グ ル ープ よ りも抑 制 の少 ない

(一)グ ルー プが よ り正確 な長 さ を記述 して

いる。 この脳 内情報 の正確 さが,さ らに抑制

され た形で各 グループが併行移動 す る ことは,

筋 運動 の ところで更 に抑 制がか かる もの と考

え られ る。

30cmに つ い てみ ると,(十)グ ル ープで の抑

制が,他 の長 さに比 して一段 と強 く現わ れて

いる。 また真の値 に対 して は(一)傾 向が さ

らに強 くな って い る。

この ようにいず れの長 さにお いて も,(+)

グル ープの抑制が最 も強 く,(0)グ ル ー プが

中程度 に位 置 し,(一)グ ループが最 も弱い。

全体 として抑制が強 く,(0)グ ル ープが長 さ

を正確 に表 現で きていない。 むしろ(一)グ

ルー プの方が真の長 さに近 い。 また左 手で線

を記述 す るにつ いては,真 直 に線 をひ くのが

難 し く,お ぼつか ない感 じで あったが,右 手

よ り抑制 が とれて いて真 の価 に近 い。 しか し,

左 右差 ではな く,回 で重 ねてい くと,脳 内 の

イメー ジ抑制 が とれ てい くか らで はないか と

考 える。

fig3は,グ ルー プ間 の相違 につ いて もっ と

はっ き りみ られ るよ うに,各 試行 を真の価100

に対 す る比 として表わ した もので ある。 ●印

を5cm,○ 印10cm,▲ 印 を20cm,△ 印 を30cm

と した,こ こで最 もはっき りしてい るの は,

10cmが どのグループ にお いて も真 の価 に近 い

ことで ある。次 いで,5cmの(+)グ ル ープ

が真 の値 に近 く,(○)グ ル ープのL2,L3

で も同様 の結果 がみ られ る。(一)グ ル ープの

一123一



研 究 紀 要 第31集

10cmのL1で,強 く抑制がかかっているのが

顕著であるが,こ れはR3で ほとんど抑制が

とれて,真 の値に達 しているところから,脳

内イメージを充足 していることを視覚か ら脳

ヘパフォーマンス情報のフィー ドバ ックがあ

り,左 手作業に運動がきりかわったところで

再び抑制がかけられたもの と考えられる。30

cmで みると,(十)グ ループでは20cmよ りやや

抑制が強 くなっているが,(○)グ ループでは

ほとんど差がない。 しかし,(一)グ ループで

は試行がすすむにつれて抑制が強 くなる傾向

がみられる。

以上グループ別の相違を全体的にみると,

(0)グ ループでは各長さに対 して5cm以 外

は類似 している。 また(一)グ ループでは100

%を こす値 を出すが,(+)グ ループではいず

れの試行 も100%に 満たないというように,長

さに対する脳内記憶には個体差があると考え

られる。ただし,初 回抑制はどのグループに

も余 り差が無 く表われて,そ の抑制が徐々に

とれてい く過程で相違がでてくる。

グループ別の枠を外 して全体の様子 を総合

的にみたのが右端のグラフである。fig2の 実

数値 では長 さの種類によって差が多いように

みえるが,比 率 としてその誤差をみてみると,

10cm以 外のRlR2R3は 全 く類似 した傾向

である。しかしLlL2L3と 試行回数がす

すむにつれて長さによる相違がでてきて,5

cm,20cm,30cmと 長 くなるにつれて抑制が強

くなって くる。しかし,こ の左右差について

は,前 にも述べたように脳内プログラムの抑

制効果であるのか,左 右の筋肉運動における

差なのかということについては,今 後の課題

としたい。

まとめ

・脳内で動作のプログラミングをしようとす

る場合,イ メージ(記 憶の想起)の 段階から

ちがいがでて くる。 このイメージのちがいは

「長 さ」に関する限 り共通な傾向をもつ。す

なわち,実 際の長さを短めに判断 したグルー

プでは,或 る長さを記述 した場合,よ り長 く

なる。また長めに判断 したグループでは,短

めに記述 し,常 に制御が強い。

・最 も正確 に把握している長 さは,10cmあ た

りであると考えられる。10cmを 除いて5cm,

20cm,30cm順 で長 くなるにつれてやや抑制が

強 まって くる。

・初回試行では,い ずれの長 さ,グ ループに

ついても共通に抑制が強 くかかる。そして試

行回数がすすむ と抑制がとれてきて,長 さに
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よる相違がでてくる。

・制御が とれて真の値 をこえると,再 び抑制

がかかって くる。 このことは,視 覚か らの情

報のフィー ドバ ックが行われるものと考 えら

れる。

・長さを正 しく判断できたグループよりも,

短 めに判断 したグループの方が,よ り正確 に

「長さ」 を記述できることから
,脳 内プログ

ラミングが筋運動 として実現 される段階でも

抑制がかかるものと考えられる。
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